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○期間中の展覧会の詳細については，各会場のホームページもしくは主催者ホームページ kyoto-shikakubunka.com（右記QRコード）をご覧ください。
　また，新型コロナウイルス感染症の状況により，予定を変更する場合がございます。最新の情報をご確認の上，ご来場ください。

㈰7/16 ㈰8/13‒
※入館料には美術館と庭園見学の両方が含まれています。特別展開催時は別料金となります。同伴者付きの場合のみ未就学児見学可能。

主催／公益財団法人 橋本関雪記念館　　協賛／京博連（京都市内博物館施設連絡協議会）・京都新聞社

開館時間／ 10：00 ～ 17：00（入場は～16：00）　休館日／なし
観 覧 料／一般1300円，学生500円（大学生以上～学生証をお持ちの方すべて），高校生以下無料

白沙村荘 橋本関雪記念館
〒606-8406 京都市左京区浄土寺石橋町37　TEL：075-751-0446　FAX：075-751-0448

［交通のご案内］ ◎JR京都駅より市バス， ５または17系統で銀閣寺道下車すぐ ◎阪急河原町駅より市バス32で銀閣寺前， ５系統で銀閣寺道下車すぐ ◎京阪出町柳駅より市バス17系統で銀閣
寺道下車すぐ ◎京都東インターから，蹴上経由にて白川今出川交差点を右折。契約駐車場はございません。最寄りのコインパーキングをご利用ください。

主催／豊中市　　共催／豊中市市民ホール等指定管理者

開館時間／ 10：00 ～ 19：00　休館日／毎週月曜日（祝日と重なった場合は翌平日）
観 覧 料／無料

豊中市立文化芸術センター
〒561-0802 大阪府豊中市曽根東町3-7-2　TEL：06-6864-3901

［交通のご案内］ ◎大阪梅田駅から阪急宝塚線曽根駅より東へ徒歩約５分 ◎地下駐車場（64台）は初めの30分無料，その後30分毎100円

㈮6/16 ㈮7/7‒

主催／辰野美術館
後援／信濃毎日新聞社・中日新聞社・市民新聞グループ・長野日報社・市民タイムス・LCV

開館時間／ 9：00 ～ 17：00（入場は～16：30）　休館日／毎週月曜日
観 覧 料／一般 500（400）円，高校生以下無料

辰野美術館
〒399-0425 長野県上伊那郡辰野町樋口2407-1 荒神山公園内　TEL：0266-43-0753

［交通のご案内］ ◎JR辰野駅からタクシーで７分 ◎中央自動車道伊北ICから車で約10分 ◎高速バス辰野停留所から徒歩25分 ※バス停付近には公共交通機関，また常駐のタクシーもないた
め，ご留意ください。 ◎無料駐車場完備（乗用車30台，バス10台）

㈯・㈷4/29 ㈰6/4‒

㈯3/25 ㈰4/16‒

主催／飯田市美術博物館
後援／信濃毎日新聞社・中日新聞社・南信州新聞社・飯田ケーブルテレビ・飯田エフエム放送

開館時間／ 9：30 ～ 17：00（入場は～ 16：30) 　休館日／毎週月曜日
観 覧 料／一般 500（400）円，高校生以下無料

飯田市美術博物館
〒395-0034 長野県飯田市追手町2-655-7　TEL：0265-22-8118

［交通のご案内］ ◎JR飯田駅から徒歩20分 ◎高速バス飯田商工会館（終点）から徒歩5分 ◎中央自動道飯田IC，座光寺SICから車15分

㈫9/5 ㈪・㈷10/9‒

主催／碧南市藤井達吉現代美術館・碧南市・碧南市教育委員会　　共催／中日新聞社

開館時間／ 10：00 ～ 17：00（入場は～16：30）　休館日／毎週月曜日【ただし，9月18日と10月9日の祝日は開館，9月19日（火）は休館】
観 覧 料／一般500（400）円，高大生300（240）円，中学生以下無料

碧南市藤井達吉現代美術館
〒447-0847 愛知県碧南市音羽町一丁目1番地　TEL：0566-48-6602　FAX：0566-48-6603

※(　)は20名以上の団体料金。市内在住・在学の高校生，市内在住の65歳以上の方，各種障がい者手帳をお持ちの方と付き添い1名は無料。受付に証明証をご提示ください。
［交通のご案内］ ◎名鉄ご利用の場合：名鉄本線「知立駅」乗り換え，名鉄三河線「碧南駅」下車，南西方向へ徒歩６分 ◎JR東海道本線と名鉄をご利用の場合：JR「刈谷駅」乗り換え，名
鉄三河線「碧南駅」下車，南西方向へ徒歩６分 ◎知多半島道路・阿久比インターから車で約20分（衣浦大橋を渡って右折） ◎駐車台数に限りがございますので，公共交通機関等をご利用
ください。

伊那谷とは南アルプスと中央アルプスに囲まれた長野県の南信地方をさす言葉で，そこには北の諏訪湖から出た水が周囲の山々から出る水を合流させ
て流れる天竜川が南下し，その南は天竜峡と呼ばれる険しい渓谷によって囲まれた地域を含みます。今では中央道が走っていて，名古屋から恵那山
トンネルを通ってそこに行くのは簡単ですが，それ以前は飯田線による交流が唯一の交通手段で，中央線は中央アルプスの西側のいわゆる中山
道を走っていました。では人里離れた地かというとそうではなく，万葉集をはじめ歌に詠まれた歌枕の地であり，源氏物語には園原の帚木
（ヒノキ）が巻名になっていたり，富岡鉄斎が南朝系の尹良親王の遺跡を二度にわたって訪ねたりしています。また飯田は近代日本画の

礎を築いたと言える菱田春草の生誕地でもあります。さらに近い将来にはリニア新幹線の長野県駅が飯田に設置されます。
Inadani is Nanshin region in Nagano prefecture: the area surrounded by the Central Alps and the Southern Alps, where Tenryū River from Lake Suwa in 
the north goes down and Tenryū Valley rises in the south. This region used to be difficult to access with the only means of transportation by Iida line, 
and Chūō line ran along Nakasen-do Road between the above two Alps. However, it was not secluded but a place famed in poetry that appears in 
Man’yōshū and other waka anthologies. “Hahakigi” in Sonohara is a chapter title of The Tale of Genji. And Tessai Tomioka visited twice the 
historic places of Prince Yukiyoshi there. Iida is also the birthplace of Shunsō Hishida, a pioneer of the modern Japanese-style painting. Today 
Inadani is easy to reach by Chūō freeway via Mt. Ena Tunnel from Nagoya. And Nagano Prefecture Station of Linear Chūō Shinkansen will 
be built in Iida in the near future.  
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※(　)は20名以上の団体料金。

※(　)は20名以上の団体料金。

2023 3/25 10/9‒

飯田市美術博物館／辰野美術館／豊中市立文化芸術センター／白沙村荘 橋本関雪記念館／碧南市藤井達吉現代美術館
公益財団法人 きょうと視覚文化振興財団

委員長 原田平作，副委員長 中谷伸生，副委員長 中塚宏行，天野和夫，木本文平，中谷至宏，人見ジュン子，槇村洋介，山脇佐江子
「美術と風土」実行委員会
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